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はじめに

愛知県北東部の新城市から東栄町にかけては，設楽

層群と呼ばれている地層が分布している.設楽層群は，

おもに海成層からなる北設亜層群と，火山岩類と火山

性砕屑岩からなる南設亜層群に区分されている (Kato，

1962 ) . さらに，北設亜層群は 3 ~ 4累層に区分されて

いる(吉田， 1953 ; Kato, 1962 ;林 ， 1979 ;沢井・ 設

楽団体研究グループ， 1985 ). 

設楽層群北設亜層群は， 長野県の富草層群，岐阜県

の瑞浪層群などと共通した化石が産出することから第

一瀬戸内累層群のーっとして認識されている(糸魚川 ・

柴田， 1973; 柴田ほか， 1977; 柴田・糸魚川， 1980; 

柴田・伊奈， 1983 ;松岡， 1996;星ほか， 2000) . しか し，林・

輿水(1992) により員類化石とフイツション・トラ ッ

ク (FT) 年代の値が古第三紀を示す結果が報告され，

現在，北設亜層群の堆積年代については ， 大 き く 隔た

った二つの年代が並立している.同亜層群の年代の確

定に資するため，林-輿水(1992) の昨年代測定で

古第三紀を示す結果が報告された 2地点の北設亜層群

から採集した試料について， FT法による年代測定を

試みたその結果を報告する .

測定試料の採集地と測定方法

年代測定用の試料は，新城市 (旧鳳来町)海老の谷

川(入洞川) 河床に露出する玖老勢累層最上部の凝灰

岩層(試料 1 ) と その直下の凝灰質砂岩層 (試料2) , 

及び新城市大島の朝霧湖 (大島ダム ) 湖岸に露出する

玖老勢累層最上部流紋岩質凝灰岩層 (試料3) から採

集した (第 l 図) .前者は，林・ 輿水 ( 1992) の E-l 地

点にあたる (第 2 図) .後者は林 ・ 輿水(1992) の 0-1

地点にあた り ， 大島ダム完成後は火山豆石産出場所と

して露頭が保存されている (第 3 図 ) . 

FT年代測定は株式会社京都フィッショ ン ・ トラッ

クに依頼 した.測定方法は外部デイ テクタ 一法 (ED2)

(Danhara et a l., 1991 ) を採用 し，以下の手順で行わ

れた.採集された岩石からジルコ ン (Zr) を分離し ，

100粒子程度をPFAテフロンシート に溶入させた後に，

結晶外表面の自発 ト ラックを KOH : NaOH (1 : 1 ) の
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第 1 図. フ ィ ッ シ ョ ン・ト ラッ ク 年代用試料採集地.
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第2図.新城市(旧鳳来町)海老の谷川(入洞川)河床
に露出する玖老勢累層最上部の凝灰岩層.

第3図.新城市大島の朝霧湖湖岸の火山豆石を含む露頭.

共融液 (225 0C) でエッチングした.その後誘導トラ

ック検出用の OAPデイテクターをジルコン試料に貼

り付け，熱中性子照射を日本原子力研究所(現原子力

機構)の JRR-4原子炉の気送管(出力 3.5MW時)に

おいて 15秒間行った.総熱中性子線量の測定には標

準ガラス に OAPデイテクター を密着させて行った.

照射後OAP上の誘導トラックのエッチングを実施 し ，

計数に適した 30個のジルコン粒子についてトラック

密度(自発及び誘導トラック)の測定を行っ た . 年代

算出のために必要なゼータ値は， 347 土 3 (Oanhara 巴t

a1., 2003 ) を用いた .

結果と考察

測定結果を第 l 表に示す. 3試料はいずれも，試料

に含まれるジルコ ンの量は十分で、あっ たが，起源の異

なる粒子が混在していることか ら ， X2検定を利用 し

古い年代をもっ粒子群を外来結晶として除外し ， 年代

値を決定 した .

新城市海老の谷川 (入洞Jl I ) 河床の凝灰岩層直下の

凝灰岩質砂岩 (試料2) からの年代値は測定誤差が大

きいために参考値とされている. 他の 2試料について

は，海老の谷川 I ( 入洞Jl I) 河床の凝灰岩層(試料 1 )

が 17.9 士 2.4Ma，新城市大島の凝灰岩質砂岩 (試料3 )

カ，- 15.1 土1.7Maであった.

林・ 輿水 ( 1992) はジルコン外部面を用いた再エッ

チング法で，これらの地点の北設亜層群に対して 34

~ 32Maの FT年代値を報告している. しかし彼ら は外

来結晶については全く 言及しておらず，今回のように

外来結晶を排除する統計的検定も施されていない.林

輿水(1992) の上記の古い年代値は外来結晶混入の影

響を受けている可能性が高いと考えられる.

柴田ほか ( 1977) ， 柴田 ・ 伊奈(1983) などは北設

亜層群からの植物化石，貝類化石について中新世から

知られている種に同定している. また，星ほか (2000)

は北設亜層群の上半部 (大野層，門谷層)が放散虫化

石帯の Cenosphaera coronataformis帯にされる可能性が

高いと考え ， 地層の堆積年代を 17 ~ 20Ma と結論した .

北設亜層群の凝灰岩からのジルコ ンには外来結晶が

多いという難点があるものの，今回の測定結果は，設

楽層群北設亜層群の年代が従来の多くの結論との整合

性があるといえる.
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第 1 表. フイツション・トラック年代測定結果.

試料 分析 自発トラック密度 誘導トラック密度 熱中性子線量密度 x 2検定 年代値
粒子数 X 10 6cm- 2 X 10 6 cm -2 X 10 4cm -2 pr( X 2) Ma 

(本数) (本数) (本数) 1) ,2) (%)J) Ag巴 :::t 1σ

試料 l 3 1.76 2.72 7.978 76 17.9 :::t2.4 
(凝灰岩中の Zr) (95) (147) (4085) 

試料2 2 10.00 1.57 7.982 78 17.6 :::t 6.0 
(凝灰質砂岩中の Zr) (14) (22) (4087) 

試料 3 4 1.08 1.98 7.990 7 15.1 土1.7

(凝灰質砂岩中の Zr) (124) (228) (4091) 

1 ) 熱中性子線量ガラス NIST-SRM612， 2 ) 照射場所:日本原子力研究所 JRR-4 号炉気送管， 3) pr(χ' ) ど値の自由度 (n-l) の x' 分
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林 唯一， 1979. 鳳来寺山付近の地質.鳳来町の自然

と文化:ト9.

林唯一・輿水達司， 1992. 愛知県北東部に分布す

る設楽層群のフィッション・トラック年代と最

下部長篠累層産始新世員化石地質雑， 98(9) : 

901-904. 

星 1専幸・伊東宣貴・本山 功， 2000. 愛知県設楽地

域に分布する北設亜層群の地質，放散虫化石，お

よび地質時代.地質雑， 106(10) : 713-726 

糸魚川淳二・ 柴田博， 1973. 古環境の変遷と対比

一第一瀬戸内区中新統の場合.地質学論集， (8) : 

125-135. 

Kato, Y. , 1962. On the structural developm巴nt of the Sidara 

basin. Jour. Earth Sci. , Nagoya Uniν. ， 10(1) : 51-69. 

松岡敬二， 1996. 第 2節化石.設楽町誌 自然編

本文編: 97-129. 

沢井誠・設楽団体研究グループ， 1985. 設楽地域

からみた瀬戸内火山岩類.地団研専報， (29): 

131-142 

柴田 博・伊奈治行， 1983. 愛知県設楽層群の貝類お

よび植物化石.瑞浪市化石博専報， (4): 1-89. 

柴田 博・伊奈治行・浅井孝一・石黒泰宏・磯部克己・

伊奈紀代美 ・岩田順子 ・大沢正吾 ・大脇雅直・神

取初義・柴田浩治・柴田律子・田口一男・夫馬政

承， 1977. 愛知県設楽盆地の中新世貝類および植

物化石.瑞浪市化石博研報， (4) : 61-7 1. 

柴田 博・糸魚川i享二， 1980. 瀬戸内区の中新世古地

理.瑞j良市化石博研報， (7): 1-49 

吉田新二， 1953. 愛知県設楽第三紀層の地質構造.愛

知学芸大研報， 2: 83-88. 




